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要約 

 

本稿では、「伝統的な文化製品」に焦点を当てて、文化的側面に関する消費者の態度と行

動調査している。調査としては、韓国、中国、日本の３ヵ国である。サンプルとしては、20

代の男女合計 431 人。（内訳として、韓国人 140 人、中国人 149 人、日本人 142 人）結果と

して、他の文化に対する消費者のオープンマインドの個人的要因が伝統的な文化製品に対

する彼らの態度に正の影響を与える一方で、文化のエスノセントリズム自文化中心主義）と

親しみやすさは、負の影響を与えている。韓国、中国、日本の３ヵ国の文化財の購入目的モ

デルを分析したところ、伝統的な文化財を消費する意欲を高めるためには、美的要素に対す

る前向きな姿勢が不可欠であることがわかった。また、韓国と中国の消費者は商品の文化的、

歴史的信憑性を強く考慮しているが、日本では、職人技が重要であるという結果が出た。 

 

感想 

 

本稿では、伝統的な文化製品に対して、消費者の態度、行動について研究している。伝統

文化に対して、需要の低迷というのは非常に大きな問題だと考えている。もちろん、日本で

は日常品として使われていたものが、現在では嗜好品として使われるようになったことも、

理由の一つだと考える。しかし、消費者の態度についての分析行わなければ、今後、需要の

回復は見込めないのではないだろうか。 

そこで、今回の分析結果から美的要素に対する前向きな姿勢が不可欠だということがわ

かっている。そのため、消費者の美的要素に対する前向きな姿勢が必要とはなるが、言い換

えると、美的要素に対する前向きな姿勢がある人々には購買意欲があると感じる。また、日

本では、職人技が重要であるとしていることに対し、韓国や中国では文化的、そして歴史的

な信憑性を重要視している。このように、国別での違いも考慮しなくてはならないと感じた。 

私自身調査をする中で、伝統的な文化製品に対し顧客との都合上、新製品やライフスタイ

ルに合わせた変化を加えることができない職人も存在するが、多くの職人は変化に対して、

前向きな姿勢であった。そのため、デザイン性を考慮し、顧客の態度に理解することで、需

要は回復する可能性があるのではないだろうか。 
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